
議員定数検証の経過 

 

〇平成 18年９月議会で議員定数を 42人から 39人に減少させる条例改正議案提   

 出 

 議員定数等調査研究特別委員会から議長あて報告 

 長野市人口 17年国調 378,495人 

 中核市（当時 36市）のうち、人口 30万人以上 50万人未満の中核市２４市で

分析 

  

 ●人口１万人当たり議員数は 1.11 人で、24 中核市の平均値である 1.06 人を

上回っている。 

 

  

〇平成 30年９月 14日議会活性化検討委員会 2016から議長あて中間答申（39人

は適正） 

 長野市人口 平成 30年４月１日住基 378,389人 

 中核市（当時 54市）のうち、人口 33万人以上 43万人未満の中核市２３市で

分析 

 

 ●議員１人が代表する人口は 9,702人で、23中核市のうち、多いほうから 19

番目であるが、様々な立場の市民意見を反映した議会が構成される。 

 ●人口が多いほど行政需要は多くなるが、人口 378,389人は 23中核市中多い

方から 12番目で中位に位置する。 

 ●面積が多いほど行政需要は多くなるが、面積 834.81平方キロメートルは 23

中核市中大きい方から３番目で、中山間地の面積が 74.3パーセントを占めて

おり、23中核市平均は 375.75平方キロメートルである。 

 ●中核市 54市の一般会計歳出に占める議会費の割合は、平均で 0.5パーセン

トであり、長野市も同率の 0.5パーセントである。 

 →議員定数については、今後も同規模の中核市の動向を注視するとともに、本

市の人口動態その他本市議会を取り巻く状況の変化に応じて、適時検証・検討

していくことが必要であると考えます。 

 

〇議会活性化検討委員会 2019で検討（令和３年６月 24日議会運営委員会決定） 

 長野市人口 令和３年４月１日住基 372,080人 

 中核市（62市）のうち、人口 万人以上 万人未満の中核市  市で分析 
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